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十
月
二
十
八
日
（
月
）
赤

坂
東
邸
に
お
い
て
、
長
寿
善

行
者
が
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か

ら
御
接
見
の
栄
誉
を
賜
っ

た
。
御
接
見
の
光
栄
に
浴
し

た
別
掲
の
百
十
七
名
は
、
一

般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
か

ら
表
彰
を
受
け
た
後
も
、
優

れ
た
善
行
を
重
ね
ら
れ
て

七
十
歳
以
上
に
な
ら
れ
た
長

寿
善
行
者
で
全
国
か
ら
推
挙

さ
れ
た
方
々
で
あ
る
。
さ
わ

や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
午
前

十
時
半
、
明
治
記
念
館
「
曙

一
の
間
」
に
長
寿
善
行
者
が

集
合
し
た
。
勝
野
会
長
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、

次
い
で
三
班
に
分
か
れ
て
記

念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
会

食
と
な
っ
た
。
休
憩
の
後
、

十
三
時
、
参
内
者
は
事
務
局

の
誘
導
に
よ
り
バ
ス
に
て
、

赤
坂
東
邸
へ
と
出
発
し
、
約

十
分
で
赤
坂
東
邸
に
到
着
し

た
。
十
四
時
、
凛
々
し
い
お

姿
の
中
に
も
慈
愛
に
満
ち
た

優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ

た
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
が
中
央

正
面
に
お
進
み
に
な
ら
れ
、

勝
野
会
長
よ
り
参
内
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
た
。
続
い
て

相
澤
克
也
氏
（
群
馬
県
）
が
、

参
内
者
を
代
表
し
て
別
掲
の

活
動
報
告
と
感
謝
の
言
葉
を

謹
ん
で
申
し
上
げ
た
。
秋
篠

宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
は
「
皆
さ

ま
に
お
会
い
で
き
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
、

更
に
活
躍
を
心
よ
り
願
い
ま

す
。」
と
の
励
ま
し
の
お
言

葉
を
賜
っ
た
。
こ
の
後
、
勝

野
会
長
が
先
導
さ
れ
、
殿
下

は
前
列
に
着
席
す
る
善
行
者

の
前
に
進
ま
れ
、
ひ
と
り
ひ

と
り
か
ら
、
今
ま
で
の
活
動

な
ど
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
る

と
と
も
に
、
お
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
。

ご
一
巡
の
後
、
優
し
い
ご

会
釈
の
上
ご
退
場
な
さ
れ

た
。

十
四
時
二
十
分
、
予
定
通

り
厳
か
に
行
わ
れ
た
御
接
見

は
終
わ
り
、
参
内
者
一
同
、

生
涯
忘
れ
得
ぬ
栄
光
と
感
動

を
胸
に
赤
坂
東
邸
を
後
に
し

た
。
参
加
者
に
は
株
式
会
社

虎
屋
の
「
菓
子
詰
め
合
わ
せ
」

等
が
お
土
産
と
し
て
贈
ら
れ

た
。

令和元年度 秋篠宮皇嗣殿下の御接見
－赤坂東邸での御接見の光栄に浴した長寿善行者117名－

御
接
見
の
栄
誉
に
浴
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　群
馬
県
前
橋
市

相

　澤

　克

　也

本
日
は
、
私
ど
も
長
寿
善

行
者
が
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の

御
接
見
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

私
は
次
代
を
担
う
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動
を
五
十
年

近
く
に
亘
っ
て
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
に
、
群
馬

県
前
橋
市
の
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
で
、
青
少
年
補
導
員

に
任
命
さ
れ
、
夜
間
に
お

け
る
子
供
た
ち
の
た
ま
り
場

　

御
接
見
参
加
者
名
簿
　117名

（
北
海
道
）
伊
藤
博
志
（
岩
手

県
）
伊
藤
俊
谷
、
伊
東
惠
子

（
宮
城
県
）
今
野
武
則
、
佐
々

木
利
子
、
佐
々
木
い
み
子
、

大
場
荘
六
、
佐
々
木
琴
世
、

瀬
戸　

勲
、
浦
山
郁
夫
、
古

内
や
へ
子
（
山
形
県
）
鈴
木

芳
子
、
竹
田
和
則
、
堤　

全

隆
（
福
島
県
）
草
野
佐
代
子
、

藤
川
芳
章
、
磯
部
義
孝
、
円

谷
光
行
（
茨
城
県
）
岩
本
廣

子
、
岡
田
ヨ
シ
子
（
栃
木
県
）

井
野
裕
正
、
遠
藤　

廣
、
髙

田
す
み
子
、
渥
見
文
子
、
鹿

熊
忠
治
、
大
塚　

勇
、
加
藤

五
月
江
、
小
野
口
順
久
（
群

馬
県
）
田
口
常
信
、
村
上
ア

ツ
子
、
高
橋
吉
秋
、
富
澤
貞

江
、
小
林
三
枝
子
、
柴
崎
栄

子
、
田
子
好
子
、
福
本
秀
國
、

樋
山
敏
男
、
齋
藤
民
男
、
清

水
賢
次
、
堀
口
充
代
、
相
澤

克
也
、
今
井
利
郎
、
東
宮
詠

子
、
八
木
順
子
、
⻆
田
貞
夫
、

冨
沢
久
雄
、
近
藤
日
出
夫
、

小
池
美
智
子
、後
藤
康
子
（
埼

玉
県
）
坂
本
文
紀
、
小
澤
惠

美
子
（
千
葉
県
）
木
下
榮
一

郎
、
鈴
木
祥
郷
、
小
幡
一
男

（
東
京
都
）
柳　

榮
次
、
折
原

　

隆
、
田
中
可
津
子
、
髙
橋

正
一
、
國
友
康
邦
、
大
竹　

寛
、
橋
本
忠
雄
、
小
林
偉
査

史
、
当
房
秀
俊
、
照
井
英
里

子
、
小
野
田　

満
、
石
井
幸

雄
、
松
坂
勝
則
、
芹
沢
光
雄
、

大
野
善
明
、
松
本
タ
ミ
エ
、

元
角
昌
三
、
町
田　

勇
（
神

奈
川
県
）
深
澤
昌
光
、
長
尾

み
は
る
、
石
川
サ
ヨ
子
、
小

山
富
士
子
、
山
鼻
昭
夫
、
鈴

木
晴
代
、
大
森
勝
司
、
松
尾

昌
樹
、
藤
原
忠
興
（
新
潟
県
）

川
上
新
吉
（
福
井
県
）
松
山

正
則
、
安
川
悦
子
（
静
岡
県
）

仲
井
陽
治
、
佐
藤
捷
一
（
愛

知
県
）
浅
倉
溢
夫
、
藤
井
福

男
、
杉
本
尋
司
、
佐
藤
タ
カ

子
、
山
田
義
已
、
住
吉
政
浩
、

久
野
幸
子
（
京
都
府
）
中
山

量
之
、
長
谷
川　

勇
（
大
阪

府
）
渡
部
憲
佶
、
本
並
敏
行
、

森
川
博
子
（
兵
庫
県
）
川
﨑

ム
ツ
子
、
吉
田
幹
子
、
永
田

貞
子
、
播
口
久
子
、
荻
原
幸

江
、
出
羽
光
子
、
新
田
博
明
、

小
路
力
子
（
岡
山
県
）
寺
尾

正
志
、
長
尾
和
昭
（
広
島
県
）

藤
井
綾
子
（
愛
媛
県
）
野
村

勝
廣
（
福
岡
県
）
棟
形
和
義
、

寺
田
英
輔
、
山
富
志
郎
、
黒

川
千
年
、
三
宅　

昭
、
原
田

享
純
（
大
分
県
）
松
井　

猛

（
敬
称
略
）

や
、
公
共
交
通
の
駅
近
く
の

徘
徊
少
年
に
対
す
る
声
掛
け

運
動
や
、
神
社
・
仏
閣
等
の

人
影
の
少
な
い
危
険
な
場
所

や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
に
お

い
て
、
子
供
た
ち
が
危
険
な

目
に
合
わ
な
い
よ
う
に
、
街

頭
補
導
活
動
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
に
有
害
な
環

境
除
去
活
動
、
相
談
活
動
、
青

少
年
問
題
の
研
修
会
等
、
子

供
た
ち
の
将
来
を
危
惧
し
て

の
諸
活
動
を
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
大
人
社
会
で
の

風
俗
環
境
の
乱
れ
も
あ
り
、

全
国
的
に
青
少
年
を
取
り
巻

く
環
境
が
悪
化
し
て
き
た
た

め
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
少

年
指
導
委
員
と
言
う
立
場
で

の
環
境
浄
化
活
動
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
飲
食
店
へ
の
未

成
年
の
立
ち
入
り
を
防
ぐ
為

の
店
舗
の
立
ち
入
り
指
導
、

営
業
者
へ
の
協
力
要
請
活
動

等
に
も
永
年
に
亘
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
善
行
会

の
主
眼
で
あ
り
ま
す
「
愛
と

勇
気
」
を
も
っ
て
、
明
る
い

社
会
つ
く
り
に
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

の
ご
接
見
を
賜
り
ま
し
て
、

同
席
の
善
行
者
一
同
、
生
涯

忘
れ
る
事
の
な
い
最
良
の
日

と
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
こ
に
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
、

同
妃
殿
下
の
ご
健
康
と
皇
室

の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。




